
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
第１回松戸市総合教育会議 

 

 

日時 平成 27年５月 14日（木）午前９時 15分～10時 45分 

場所 松戸市役所 議会棟２階 第２委員会室 
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山田 達郎 教育委員 

松田 素行 教育委員 

市場 卓 教育委員 
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高橋 正剛 総合政策部長 
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白井 宏之 総合政策部 政策推進課長 

堀内 文江 政策推進課 

斉藤 寛之 政策推進課 

山内 将 政策推進課 

籾井 俊二 政策推進課 

内海 彩 政策推進課 

氏名 備考 

宮間 秀二 生涯学習部 教育企画課長 

加藤 将秀 教育企画課 

大西 真 教育企画課 

藤中 孝一 教育企画課 
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○白井政策推進課長 おはようございます。本日は御多忙の中、平成２７年度第１回松戸

市総合教育会議に御参集いただきまして、誠にありがとうございます。 

 私は、当会議の事務局であります総合政策部政策推進課長の白井と申します。よろしく

お願いいたします。 

 開会前に、お手元の資料の確認をさせていただきたいと存じます。 

 まず、次第がございまして、次に、資料１「松戸市総合教育会議委員名簿」、資料２「松

戸市総合教育会議傍聴要領（案）」、資料３「総合教育会議について」、資料４「大綱策定に

ついて」、資料５「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（通知）」、

資料６「松戸市総合教育会議規程」、以上となりますが、乱丁等ございますでしょうか。よ

ろしいでしょうか。 

 本日の会議は、この後の公務の予定等によりまして、１０時４５分までの９０分を予定

しております。４点の議事がございますので、大変恐縮に存じますが、議事進行に御協力

いただければと考えております。できれば最後の意見交換に３０分程度残したいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、定刻となりましたので、これより平成２７年度第１回松戸市総合教育会議を

開会いたします。 

 第１回目の会議の議事録署名人につきましては、恐縮に存じますが、關委員さんのほう

にお願いできればと思っております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に先立ちまして、本郷谷市長より一言御挨拶申し上げます。 

○本郷谷市長 おはようございます。本日は御多忙の中、お集まりいただきまして、本当

にありがとうございます。そして、常日ごろ教育行政に御尽力いただきまして、感謝申し

上げております。 

 さて、皆様方御案内のとおり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律が本年４月１日より施行され、その中の１つとして、首長または教育委員会が十

分に意思疎通を図り、民意を反映した教育行政の推進を図るため、全ての地方公共団体に

「総合教育会議」を設置することとされました。また、この法律の中で、教育に関する大

綱を首長が定めるものとされており、その策定過程においては、首長と教育委員会が十分

に協議、調整を尽くすこととされております。この大綱の策定が本会議における今年度の

一番大きな課題と考えております。 

 私は、大綱について、将来、「教育都市松戸」と呼ばれるように、教育と文化の香る魅力

あるまちを目指すものとしたいと考えております。その詳細は、後ほどの意見交換の中で

お話しさせていただきますけれども、まずは学校教育においては、子どもたちの学力向上

に向けた取り組みが喫緊の課題と考えております。また、現在進行している少子高齢化社

会において、子育て支援や青少年の健全育成、また、高齢者の健康寿命を伸ばすスポーツ

などの生涯教育はとても重要な課題と考えております。松戸市では、子育て世代を呼び込

む魅力ある松戸を目指しています。その中の１つとして、図書館を整備し、地域に活力を
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もたらす知的交流拠点として、活気があり、文化の香りのするまちを目指すべく、教育委

員会とともに現在取り組んでおります。東京圏に位置し、交通の便もよく、歴史と文化が

あり、緑も恵まれた魅力あるまち松戸で社会に貢献できる優秀な人材を育てる、また、元

気な高齢者が地域で活躍する、そんなまちを目指したいと考えております。 

 本日は大綱策定に向け、この会議の中で活発な意見交換が行われますことに期待してお

りますので、よろしくお願い申し上げます。 

○白井政策推進課長 本郷谷市長、ありがとうございました。 

 続きまして、教育委員会を代表され、伊藤教育長より御挨拶、お願いいたします。 

○伊藤教育長 改めまして、皆さん、おはようございます。 

 今、市長さんからの御挨拶にもありましたように、始めの一歩ということで、新しいシ

ステムにのっとりまして、いよいよ総合教育会議が始まるということにいろんな思いがあ

ります。始めの一歩というのはものすごく重要で、その一歩の置き方によりましては、方

向あるいは歩幅、要するにいろんな影響が今後出てくるわけであります。ということは、

この１回目、２回目は、本年度の総合教育会議がどのように進むかというのが、今後の松

戸市の教育活動にとってすごく大きい意味を持つんだなということをこの場で感じており

ます。首都圏にある松戸市の強みと弱み、そういうものを十分踏まえながら、私たちとし

ましては、大きいメリットを生む可能性がある総合教育会議というものを大事に扱いなが

ら、１枚１枚、議論を積み重ねていきたいなというふうに思っております。 

 松戸市の子どもたちも、ですけれども最終的には市民の皆様が１人１人自立されて、有

意義な市民生活を送るということが私たちの目標だと思いますので、そこに向かって議論

を交わしたいなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 伊藤教育長、ありがとうございました。 

 続きまして、委員の皆様に自己紹介をいただければと存じます。 

 お時間の関係で大変恐縮に存じますが、お一人様１分程度でお願いしたいと存じます。 

 それでは、資料１の名簿の順番といたしまして、關委員さんより順番に御挨拶をお願い

したいと思います。 

○關委員 おはようございます。教育委員長を終わり、非常にゆったりした気分でここに

おります。１０年前を思い出します。初めて教育委員になったときに、小中学校の統廃合

が話題になりました。大いに盛り上がりました。それを思い起こしながら、今度の地教行

法の改正で新しくこの会議が発足しました。気持ちを新たに議論させていただきたいと思

っています。 

 先ほど市長が教育都市松戸を目指すとおっしゃった、この言葉を忘れないで議論したい

と思っています。どうぞよろしくお願いします。 

○山田委員 おはようございます。山田でございます。教育委員としては２期目の半ばで

ございます。親の世代からの教育委員という役割で入るようにということを任務と心得て

おります。この地教行法の改正で他に先駆けてというか、まさに先頭ランナーとして松戸
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市が総合教育会議を開くことができた、また、その場に居合わせることができたというこ

とを本当にうれしく、感慨深く、ぜひ他の市にまねされるようなすばらしい総合教育会議

になるように、私も微力を尽くしていきたいというふうに思っております。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○松田委員 松田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は、１期３年目に入ったところでございます。どうぞよろしくお願いします。 

 私は、教育委員会会議では、これまで規則ですとか規定というものを非常に重要視して

まいりました。規則、規定というのは、市民の皆さんとの約束であり、それを忠実に遂行

していくということが誠実な市民サービスに当たるのではないかと、こんなふうに考えて

きたからでございます。 

 今回、総合教育会議というのは、夢を語る場なのではないかと考えておりまして、その

スタンスの違いにちょっと戸惑いを覚えています。自分のスタンスとして、これまでのそ

ういったものを大事にしながら、夢との調合をこれから自分なりに確立してこの会議に臨

んでいきたいと、こんなふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○市場委員 市場と言います。よろしくお願いします。教育委員としては２年弱になりま

す。医師会からの推薦で教育委員を務めさせていただいております。 

 医療の世界では、先ほど市長からもありましたけど、少子高齢化というのは非常に大き

な問題になっていまして、ただ、少子高齢化をとめることは恐らく不可能なので、その中

で現状を踏まえながら、どうやって医療をつくっていくかというのを医師会として取り組

んでいるところです。恐らく教育とか松戸市全体ということについて言っても、少子高齢

化をとめることはできないけれども、その中でどうやってうまいまちづくりをしていくの

か、教育行政をつくっていくのかということが課題なんだと思います。そういう点を踏ま

えながら議論していければと思います。よろしくお願いします。 

○武田委員 この４月から新任させていただいております武田と申します。 

 私は、平素は美術の制作者でございますので、教育委員という立場というのはなかなか

慣れませんが、これから徐々になれていこうとは思っております。 

 市長もおっしゃっていましたように、教育都市という観点から申しますと、小さいとき

の美術教育あるいは学校の中での文化ごとというのは、大きく自分の人生にかかわってく

る礎になるチャンスがあります。そういうことを私なりに提案していける力があればあり

がたいなと思って、そのあたりから参加できればと思っております。 

 また、皆様のご意見を伺って、これからもいろんなことを勉強していきたいと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 委員の皆様、ありがとうございました。 

 続きまして、本日の会議の陪席者並びに事務局職員の御紹介をさせていただきます。 

 まず、本会議の陪席者でございます。総合政策部、高橋正剛部長でございます。 

○高橋総合政策部長 よろしくお願いします。 
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○白井政策推進課長 生涯学習部、鈴木三津代部長。 

○鈴木生涯学習部長 よろしくお願い申し上げます。 

○白井政策推進課長 学校教育部、山口明部長。 

○山口学校教育部長 よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 教育企画課、宮間秀二課長。 

○宮間教育企画課長 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 学務課、久保木晃一課長。 

○久保木学務課長 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 次に、事務局の職員を紹介させていただきます。 

 政策推進課、堀内文江。 

○堀内政策推進課員 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 齋藤寛之。 

○齋藤政策推進課員 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 山内将。 

○山内政策推進課員 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 籾井俊二。 

○籾井政策推進課員 よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 内海彩。 

○内海政策推進課員 よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 続いて、教育委員会事務局の職員を紹介させていただきます。 

 教育企画課、加藤将秀。 

○加藤教育企画課員 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 大西真。 

○大西教育企画課員 よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 藤中孝一。 

○藤中教育企画課員 よろしくお願いします。 

○白井政策推進課長 以上でございます。 

 それでは、議事に入ります前に、本会議の議事進行について確認をさせていただきます。 

 本会議は、平成２６年６月２０日に公布され、本年４月１日から施行された地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第１条の４により、地方公共団体ごとに設置が義務づけら

れ、地方公共団体の長が主宰するものとなっておりますことから、議事進行は本郷谷市長

にお願いしたいと存じます。 

 それでは、ここから本郷谷市長に議事の進行をお願いいたします。 

○本郷谷市長 それでは、お手元にお配りさせていただいております次第に従って議事を

進めます。 

 まず、議題１「松戸市総合教育会議傍聴要領について」を議題といたします。 
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 事務局より説明をお願いいたします。 

○白井政策推進課長 本会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の４の

６により、「総合教育会議は、公開する。ただし、個人の秘密を保つため必要があると認め

るとき、又は会議の公正が害されるおそれがあると認めるときその他公益上必要があると

認めたときは、この限りでない。」となっており、原則公開することとなっております。 

 つきましては、お手元の資料２「松戸市総合教育会議傍聴要領（案）」に沿いまして会議

を公開させていただきたいと存じます。 

 なお、本日の会議の案内につきましては、広報まつど５月１日号に掲載させていただく

とともに、同日付で松戸市公式ホームページでも会議について掲載させていただいており

まして、本日は１２名の方が傍聴希望でおみえになっています。また、報道関係として東

京新聞が来ております。 

 以上でございます。 

○本郷谷市長 質疑に入りますが、何か御意見、御質問等がございましたらお願いいたし

ます。 

○山田委員 できるだけ開かれた会議で運営されることを希望しておりまして、この要領

については、おおむねこれでよろしいかと思いますが、今日は１２名ということですが、

希望が今後ふえるような場合は、この２０席というのはもう物理的に限界なのかどうかを

お聞きできればというふうに思っております。 

○白井政策推進課長 本日もこの部屋の大きさから考えまして、２０名ということで設定

させていただいておりますが、２０名を超えた場合につきましても、隣の部屋で音声だけ

は聞けるように用意をさせていただいて、仮に４０名おみえになった場合でも、大変恐縮

ですが、この部屋には入れないんですが、音声だけは聞こえるような設定等をさせていた

だいて、できるだけ対応してまいりたい。今後もそのように考えております。 

○山田委員 わかりました。 

○松田委員 質問させていただきます。ほかの委員会でも傍聴規定があると思いますけれ

ども、この会議の特色というようなものは何かございますか。 

○白井政策推進課長 他の委員会等の傍聴要領を参考にした上で作成しておりまして、お

おむね市で定めているものにつきましては、これに準じるような形で、特にこのためにと

いうものはございません。 

○松田委員 わかりました。ありがとうございます。 

○伊藤教育長 今の説明の流れですと、ということは、この会議は、基本的に場所はここ

で行うということでよろしいですか。 

○白井政策推進課長 会場につきましては、その都度調整させていただきまして、ただ、

同じような形で、２０名を超えた場合について、別の部屋で音声が拾えるですとか、そう

いったことについては、別の会場でも工夫してまいりたいと考えております。 

○松田委員 もう一回質問させていただきます。松戸市のこういった会議の傍聴規定とい
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うのは、大もとがあるわけではないということですね。その都度、委員会で決定していく

ということですか。 

○白井政策推進課長 標準のものがあるというわけではございませんで、その都度、委員

会ごとに決めることになっております。 

○松田委員 もう一点質問させていただきます。私は非常に気になっている文章がありま

す。例えば２番目、事務局係員の指示に従ってくださいだとか、１番目は、目安とします、

締め切ります、３番目はしないこと云々と、これが要領なのかと思ったんです。ここで提

案されたということは、私たちが決めていくことなのではないかと思ったのですが、この

文章だと傍聴の方々に対する注意になっていますけれども、これはこれでよろしいんでし

ょうか。様々な会議を有する市としての統一した見解というものがあるのかという質問に

つながっていくんですけれども。よろしくお願いいたします。 

○白井政策推進課長 この要領につきまして策定するのは総合教育会議ということになり

ますが、これを定める目的といたしましては、傍聴される方が議事の進行の妨げになるこ

とがないようにという部分も含めておりますので、傍聴者の方に向けての注意事項という

ような意味合いのものを多く規定するような形になっております。 

○松田委員 それで統一されているのであれば、私、何も言うことはありません。ただ、

文体についてはちょっと検討の余地が残されているのではないかなと思いますが、ほかの

委員の方々、いかがでしょうか。違和感が私はちょっとあります。 

○關委員 松田委員おっしゃるように、僕もこの傍聴要領を拝見して、松戸市の教育委員

会の傍聴人規則と比較して見てみました。松田委員が心配されることはよくわかるんです

が、そうかけ離れたものではないというふうには思っています。ただ、１の２０席を目安

とするという規定は教育委員会の傍聴人規則にはないので、そういう制限をかける必要が

あるかどうかについては、先ほどの答弁でわかりました。目安とすると、場合によっては

この会場も変えるということもあり得るということでしたね。それはそれで仕方ないんだ

ろうと思います。いいと思います。ただ、ちょっと気になったのは、先ほどの答弁との関

係で、この部屋に傍聴人が入り切れない場合は他の部屋で音声だけだとおっしゃった。そ

れは物理的に仕方ないですよね。それでいい。しかし、傍聴要領の３の傍聴人の遵守事項

との関係で、果たしてこれが全部当てはまるかというと、どうなんでしょうね。別室の人

にこの規定がそのまま当てはまるかなという気はしました。そういう意味では、松田委員

がおっしゃるように、もうちょっと考えたほうがいい。つまり、別室は事務局の人がどな

たか一緒にいるんですか。 

○白井政策推進課長 おります。 

○關委員 そうですか。それで、どういう対応をされるんですか。 

○白井政策推進課長 通常であれば特に、この規定に反しない限りはそこにいるだけです。 

○關委員 そうですか。つまり、傍聴人が一番気になるのは、ここは市民に開かれた会場

であってほしいということが前提です。教育委員会会議でも資料を配付しています。でき
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ればそれを持ち帰りたいという人もいるんですよ。そういう要望はあります。その辺をど

うするか。それから、録音や写真撮影、これをどうするか。委員長が認めたときというこ

とになっています。録音は認める、あるいは写真も認めるというふうなことになっていま

す。そういう意味では資料を持ち出しができない場合には、録音等もしたいと思う人もい

ると思いますが、その辺はこの３では行わないことになっていますね。議長の許可があれ

ばいいとなっていますが、そういう意味では事務局員がちゃんとそこのところは同席して、

それをチェックしているということですね。そういう理解でいいですね。 

○白井政策推進課長 はい。 

○關委員 わかりました。 

 あとは、傍聴人が会議を混乱させないという意味があるんでしょう。そうすれば、議長

に会場の指揮権を与えておれば、議長の指示に従うことで本当は足りるんですよ。あまり

縛らないほうがいいと思います。 

○松田委員 わかりました。ありがとうございました。実は私が言いたかったのは、市民

に公開するということが原則なんだということがないんですね。注意だけなんです。です

から、２０席を目安とするとか、騒ぐんじゃないぞとかになる。それよりもここは、市民

の皆さんにこの会議で行われていることは公開を原則とするんですよと、しかし、会議の

運営については御協力を願うというスタンスがあるべきなのではないかと、こんなことを

感じたものですから、一言言わせていただきました。ありがとうございました。 

○關委員 ということは、この２０席は要らぬということですね。 

○松田委員 そうですね。 

○白井政策推進課長 わかりました。２０席につきましては、外すようにさせていただき

ます。 

この部屋の場合ですと２０席ということになるかと思いますが、ほかの部屋の場合につき

ましては、それを超える場合も場合によってはあるということで、会議室の収容人数を考

慮して、その都度決めさせていただければと思います。 

○關委員 ということは、こちらの姿勢が問われるということなんですよ、松田委員が言

いたいのは。市民に公開されたということは、大勢来てくださいということでしょう。大

勢来てくれるのは、それだけ市民に関心を持っていただいているということですよね。こ

んなうれしいことはない。できれば議会場でやったっていいわけですね。そういう気持ち

を込めてほしいということです。 

○本郷谷市長 よろしいですか。あとは何か質疑はありますか。 

 そうしたら、今、修正がありましたけども、その修正を含めて本要領について御了承い

ただいてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○本郷谷市長 それでは、傍聴者について入室を許可したいと存じますので、よろしくお

願いいたします。 
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〔傍聴者入室〕 

○本郷谷市長 それでは、傍聴者の皆様に当たっては、事務局が配付した当会議の傍聴要

領の遵守をお願いいたします。 

 それでは、議題２「総合教育会議について」を議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○白井政策推進課長 それでは、お手元の資料３「総合教育会議について」をごらんくだ

さい。 

 本年４月１日から改正施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の趣旨と

いたしまして、総合教育会議を設置することにより、教育に関する予算の編成・執行や条

例提案など重要な権限を有している地方公共団体の長と教育委員会が十分な意思疎通を図

り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推進

を図ること」を目的としており、市長と教育委員会（教育長及び教育委員）が教育政策等

について協議・調整を図る場として位置づけられております。 

 １、設置根拠、２、構成員、３、招集に関しましては、資料３に記載のとおりでござい

ます。 

 次に、具体的な協議・調整事項といたしましては、４をごらんいただきたいと存じます。

①今後作成する「教育に関する大綱」の協議、②教育を行うための諸条件の整備その他の

地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策の協議、

③児童・生徒等の生命または身体に現に被害が生じ、またはまさに被害が生ずるおそれが

あると見込まれる場合等の緊急の場合に講ずべき措置の協議となっております。 

 次に、５をごらんください。「総合教育会議においてその構成員の事務の調整が行われた

事項については、当該構成員は、その調整の結果を尊重しなければならない。」とされてお

ります。このことについては、「政治的中立性確保」の観点から、今後も教育行政の最終的

な執行権限は、引き続き教育委員会に留保されておりますが、今回の法改正の趣旨として、

市長と教育委員会（教育長及び教育委員）が教育施策の方向性を共有し、一致して執行に

当たることが望ましいとされていることから、このような尊重義務が設けられているもの

と理解しております。 

 以上、「総合教育会議」のポイントについて申し上げましたが、資料５の文部科学省初等

中等教育局長通知「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律につ

いて」の９ページ、右下の通し番号では１５ページになりますが、そちらに詳細な説明が

ございますので、こちらは後ほど御確認いただければと存じます。 

 なお、同法「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の４第第９項の規定に

より、「前項に定めるもののほか、総合教育会議の運営に関し必要な事項は、総合教育会議

が定める。」とされており、会議の円滑な運営のため、平成２７年３月３１日付で「松戸市

総合教育会議規程」を設けさせていただいております。こちらは資料６、通し番号で申し

ますと２３ページにございます。この規程では、本会議の基本的な事項を定めさせていた
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だいております。 

 それでは、４ページの資料３に戻りまして、７、連絡調整会議でございます。この会議

は、総合教育会議の円滑な審議を図るため、市長部局、教育委員会の担当部課長級の会議

として設置するものが１つございます。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

○本郷谷市長 それでは、質疑に入りますが、何か御意見、御質問等がございましたら、

お願いいたします。 

○山田委員 この総合教育会議が恐らく千葉県内でも東葛でも先駆けて松戸市で行われて

いると思います。どういうことを話し合う場かという意味で、私の理解しているところで

は、大綱を市長が定めると、それに基づいて執行機関である教育委員会が今度執行してい

く。そのイメージとか、個々具体的というよりも、大きな方向性について、市長がおおよ

そ把握でき、そして将来を見据えた大綱をつくるに役立つ議論をするところだと思ってい

ます。先ほど来事務局が御説明して、何か事務局から答弁をいただくようなスタイルなん

ですが、今後、議題によってまた変わってくるとは思うんですけれども、議会ではないし、

私は恐らくもっと創造的な議論ができる場だろうと思ってここにいるんですけれども、会

議の進め方については、今のような形でなく柔軟に進められると理解してよろしいでしょ

うか。これはどなたにお聞きすればいいのかわかりませんが、こういうことについて、常

に事務局側が答弁いただくということでなく進めることが許されるだろうと。意見の相違

とかイメージの相違を埋めるような議論をしていきたいというふうに思っておりますが、

それでよろしいでしょうか。 

○白井政策推進課長 申しわけありません。基本的には山田委員さんおっしゃられるとお

りでございまして、ちょっと準備不足の部分がございまして、１回目につきましては事務

的な説明が多くなっておりまして、委員さん対事務局のような形になっております。２回

目以降につきましては、基本的に先ほど来出ております大綱について各委員さんからそれ

ぞれの御意見等を協議していただく場というふうに考えております。１回目は事務局の説

明が多くなって恐縮でございますが、２回目以降はできるだけ委員さん方で協議、調整し

ていただけるような機会に多く時間をとりたいと思っております。 

○山田委員 ありがとうございました。１点だけ。ぜひそういった意味で、最終的に市長

が大綱をおまとめになるに向かって、市長の御見解も、今のところは議長役に徹しておら

れるので、いろんなお考えをお聞きしながら私ども勉強していきたいというふうに思って

おりますので、ぜひ今後ともよろしくお願いいたします。 

○本郷谷市長 ほかに。 

○松田委員 事務局に質問させていただきます。文章の解釈なんですけれども、「より一層

民意を反映した教育行政の推進を図る」という、確かに文科省のほうでもそれを出してい

ますけれども、このあたりの解釈の仕方なんです。例えば１２ページを見ますと、上から

４行目に教育委員自体が民意を幅広く反映されるシステムであると書いてあります。そし
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て、市長は当然ながら民意を反映して選出されていると解釈すると、この会議自体で話し

合われていることが民意を反映しているということになるのか、それとも、また、外部の

者を呼んでくることができるという規定もあるようですから、より一層積極的に民意を求

めていくというようなことがこの場合にあり得るのか、考え方をお聞かせいただきたい。 

○白井政策推進課長 「民意を反映する」という部分に関しましては、大原則といたしま

しては、今回こうした形の形で市長を加えまして、教育委員会と話し合う場をつくったと

いうこと、市長が民意を既に反映しているという立場でございますので、そういう意味で

は、市長が参加することがまさに民意を幅広く反映させる場だというふうに考えておりま

す。ただ、松田委員さんがおっしゃられたように、今後の協議の場面におきまして、他の

者を加えたほうが総合教育会議としてより活発な議論ができるというような御意見がもし

あるような場合がございましたら、そのことを妨げるものではないのかなと、そのように

解しておりますが、原則として、民意を反映した市長が主宰しているというふうに解して

おります。 

○松田委員 わかりました。この場が民意を反映した会議というものに位置づけられるん

だということですね。わかりました。ありがとうございます。 

○市場委員 資料６の松戸市総合教育会議規程についてですけれども、第８条のところに、

総合教育会議において、その構成員の事務の調整が行われた事項について当該構成員はそ

の調査の結果を尊重しなければならない。その構成員の事務の調整が行われた事項って、

何かちょっと持って回したような言い方かなと思って、これは何か意図があるのか、ただ

決定された事項についてとか単純な書き方になっていないのは、何か意図があるのかどう

か、教えてください。 

○白井政策推進課長 法律上総合教育会議で行うことが大きく協議と調整に分かれており

ます。協議だけで終わるものと、それから、皆さんの合意の上で調整までいくものと、二

段階に分かれております。基本的に調整が図れたものについては、執行権のある教育委員

会として尊重義務が生じるということになっておりますが、この会議の性質上と申します

か、場合によっては調整が済まずに協議だけで終わるものも存在するというように解して

おります。そういう意味で調整と協議という言葉を使い分けさせていただいております。 

○市場委員 わかりました。 

○關委員 白井課長さんは、もうずっとこの資料をお読みになっておられると理解してい

い。 

○白井政策推進課長 ４月からです。 

○關委員 ４月からですか。それにしてはよく勉強されていると思います。ごめんなさい

ね、そういう言い方をして。 

 この１条の文言、結構厄介で、難しいんですよ。地教行法そのものはこういう表現をし

ていることは確かなんですね。事務局が先ほど資料説明で、資料３に従ってこういう会議

にしたいということをおっしゃったけど、その具体的内容は資料６なんですね。したがっ
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て、資料６の「松戸市総合教育会議規程」をここでどの程度議論するかを最初に話題にし

てもいいのかなと思いました。それで、市場委員の質問されたことと僕の質問を入れます

ね。市場委員が聞かれた１条で規定することと６条は関係するんです。事務の調整という

のは、２条で言うように、この会議は市長と教育委員会が当事者ですね。教育委員会の固

有の教育行政にかかわる事務があるわけですね。市長が行うべき事務があるわけですね。

これは近寄って行わなれなければいけないところと、それぞれ固有の事務がある。教育委

員会と市長部局はちょっと分かれているところがありますから、それの調整が必要だとい

うことですよね。それがわかりにくいんですが、そういう意味なんです。それが１点。 

 そうすると、僕の質問、資料２は（案）と書いてあるんです。傍聴要領（案）なんです。

最終的には、先ほど我々が議論して、一応修正した上でここでは認めました。ところが、

資料６は規程として市長がつくる形になっている。これは案ではないんですか。それとも、

もう市長がつくられたことなんですか。 

○白井政策推進課長 この規程につきましては、市長が定め４月１日から既に公布施行さ

れております。 

○關委員 そうすると、先ほどの説明では、地教行法の１条の４の９項に基づいてとおっ

しゃった。９項によると、総合教育会議の運営に関し必要な事項は、総合教育会議が定め

るとあります。これとの関連性はどうですか。市長が決めたのか、それともここで決める

のか。 

○白井政策推進課長 会議を開催するに当たりまして規定がないと開催もままならないと

いう部分がございましたので、まずは従来型の市長部局のやり方といたしまして、市長の

ほうで定めさせていただいております。ただ、この規定につきまして、この部分について

今後運営するに当たって総合教育会議としてやりづらいですとか、本来の趣旨に沿わない

というような御意見等が今後出てまいりました場合につきましては、改正等につきまして

も検討します。 

○高橋総合政策部長 すみません。補足的にちょっと私のほうから。私ども事務局といた

しまして、まず、この会議を開催する根拠として規定がないと市長が招集できないという

ことがございましたので、規定につきましては先に市施行させていただいております。 

 今、課長が申し上げましたように、今後何らかの修正が必要なことがこの場で委員さん

のほうで議論がございましたら、その都度それに沿った検討を事務局のほうでさせていた

だいて御提案をするような形で考えたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○關委員 若干疑義ありますが、お聞きしておきます。気持ちはわかります。しかし、ど

うも法の規定の順序からいうと、もう少し違う解釈もできそうですね。それだけにしてお

きます。 

 そうすると、御説明はむしろ資料６に従った説明が正しいんですよね。これを説明して

いただくことが必要だったと思います。そうすると、いろんな質疑応答ができる。山田委
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員がさっきおっしゃったように、この会議というのは一体何を基本に議論するのか、これ

で定めることが重要なわけですよね。そうすると、ちょっと見えてくると思うんです。こ

れは地教行法１条の４の規定の１項から９項までのうちの８項までをある程度もとにして

つくったということですよね。 

○白井政策推進課長 さようでございます。 

○關委員 ある程度もとにしているという意味は、法に書いていないことも書いてあると

いうことですよね。１項に書いてある議事録等については、別途規定する形になっている

んですよね。 

○白井政策推進課長 さようです。 

○關委員 そういう説明をしていただいたほうが議論しやすいのかなと思いました。だか

ら、これは案なのか、もう既にできた規定なのかなんです。今日は最初ですから、御趣旨

に従って理解しておきます。しかし、今後もうちょっと議論したほうがいいのかなと思い

ました。 

○松田委員 今の議論は、資料６がベースでとりあえず第１回目を開いて、その中でこの

規定を論ずるという、私はそういう順番だと思っていました。その順番について、今年は

始めの一歩なので、まず教育行政のシステムそのものをきちんと見直す必要がある。その

ことは、松戸市の教育行政を今後どうするかという点ですごく重要な議論ではないのかと

私は思います。ぜひその辺は配慮していただきたい。 

○山田委員 一つ、資料６に基づきましょう。第３条で先ほど来、大綱ほかをやることが

書いてあるんです。総合教育会議のミッションがここにあるわけなんですが、例えば大綱

案あるいはそれのプロットが出てきて論じていくということは、今後この場でやっていけ

ると思います。２番目の２項にある諸条件の整備、また、地域の実情に応じた教育、学術、

文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策、これは市長からの御提案をいただいて議論

するということになるんでしょうか。あるいはこういうことについてぜひ議論しましょう

ということを私ども委員は申し上げることができるんでしょうか。提案権というか、そこ

ら辺は今後どのようなことを今のところ想定されているかを教えていただけますでしょう

か。 

○高橋総合政策部長 今の御質問の件につきましては、双方、市長のほうから御提案して

御議論いただくというケースも当然想定しておりますが、教育委員の皆様のほうから御提

案をいただいて御議論するというようなケースも当然あるというふうに考えております。

この内容につきましては、資料のほうについておりますけれども、国の法を解説した通知

に基づいて、先ほど申し上げましたように、まず第１回目を迎えるに当たりまして、その

通知をもとに、このような記載をさせていただいておりますので、今後ぜひ皆様に御議論

をしていただいて、その中でもし必要があればいろんな検討を加えていきたいというふう

に思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○山田委員 もう一言だけ。ありがとうございました。今後これはまた教育委員会の事務
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局も政策推進課も協力して議論の整理はぜひお願いしたいと思います。 

 私は今お聞きして、心づもりとしましては、ここは教育委員会ではないので、教育委員

会でやるべき議論と違う中で本当に提案すべきだと思うことをぜひまた、教育委員会は教

育長に申し上げながら、市長部局と教育委員会とのはざまにある、あるいは重なってくる

問題とか、両方で考えるべき問題、あるいは両方で考えたほうが効率的になる問題、市民

サービスの向上になるような問題が取りこぼしのないように、そういったことも個別テー

マとしてはぜひ今後議論をお願いしたいというふうに思っております。これは事務局の事

前の御準備の御苦労をかけるかもしれませんが、ぜひお願いしたいというふうに感じまし

た。よろしくお願いします。 

○市場委員 またこの規程についてなんですが、連絡調整会議を置くということで、こう

いう会議をやるときに、ある程度テーマの絞り込みだとかなんか必要だろうなと思います。

連絡調整会議の役割というようなものはこことどういう関係になるのか、もうちょっとイ

メージを教えてほしいんです。 

○高橋総合政策部長 ただいまの御質問でございますけれども、先ほど山田委員さんのほ

うから、まさしく事前の調整といいますか、会議をどういうふうに進めていくかという部

分の市長部局と教育委員会との連携がとても重要だと思っておりまして、そういう意味で

連絡調整会議で市長部局と教育委員会が会議を効果的に進めていくためにどんな調整が出

てくるか、これからどのようなことが議論されるか、こういったことによって、今の時点

では具体的にこういう調整しますというのはまだないんですけれども、このような規程を

私どもとしては事前に設定しておいて、まずそういう土俵をつくっておいて、そこで調整

をしていきたいというような考えでこのような規程をさせていただいているところがござ

います。 

 ちょっとお答えになっているかどうか不安ですが、そのように考えています。 

○市場委員 そうすると、この会議のイメージも多分まだ皆さん、あまり湧かないように、

調整会議が何をして、それがこの会議にどういうふうに反映されるのかがいまひとつイメ

ージが湧かないなというところがあって、とりあえず規程をつくって、手探りで組み立て

ていくしかないという段階ですかね、今のところは。 

○高橋総合政策部長 あまり事務局のほうばかりお話ししてよろしいのかどうか、ちょっ

とあれなんですけども、少しくだけた表現になるかもしれませんが、今回の新しい制度で

市長と教育委員会が協議、調整をする場については、私どもも正直申し上げまして、どの

ような議論が出るかというのは、これは当然、委員さんの間の議論のための場ですので、

私どもが事前に何か方向性を決めていくとか、そういうようなものじゃないというふうに

今は思っております。ですので、特に今日の第１回の会議を踏まえ、また、２回目を踏ま

え、少しずつ話が見えてくるのかなと、正直なところ、そのような部分もございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○市場委員 この場は、本来はここに集まっている教育委員と市長さんが議論する場で、
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そこに枠をはめるようなことはないほうが多分いいんだろうなと。ただ、全くのフリート

ークでやってくれと言われてもなかなか難しいのが現状だから、そこら辺のバランスなん

だろうなと思いますけども。 

○伊藤教育長 今の市場委員の御意見については、私は先程言いましたように、手探りで、

とにかく１回目、２回目も手探りにひょっとしたらなるかもしれないぐらいのつもりでは

おります。どういう議論の積み重ねになるかわかりませんが、いずれにしても、この７人

でいろんな意見交換、議論を積み重ねるというのが基本で、今日は特にこの議案について

は、事務局の皆さんの準備を伺いながら私たちのほうで共通理解を図る、そういう時間は

どうしても必要だと思います。今の流れというのはもう少し続かなければいけないのかな

というふうに私は思っております。 

○武田委員 同じところからの質問ですけど、必要があると認められるときに関係者また

は有識者から意見を聞くことができるというところで、必要があると認められるときとい

うのが漠然としているというのがちょっとひっかかっていたんですね。これはどこから提

案で誰が認めるのかという部分を、後日だとは思うんですけれども、明確にしていってほ

しいというか、そのハードルが分からないので、そこがちょっと気になっていたんですが。 

○白井政策推進課長 今の御質問の部分につきましては、まさにこの会議でどの委員さん

からでも発議があって、この会議で必要があると協議、調整が成り立った場合についてと

いう解釈でよろしいかと思います。 

○武田委員 認められるときというのは、この７人のメンバーが必要と思うということで

すか。ありがとうございます。 

○本郷谷市長 よろしいですか。何かあれば、どうぞ。 

○關委員 資料６が重要ですよね。これはもう少し練ったほうがいいような気がします。

例えば第１条、出だしがわかりにくいんですよ。市長は、地教行法の第１条の４第１項の

規定に基づき、３条に掲げるとありますが、これは地教行法の３条じゃないんですよね。

この規程の３条なんですよね。地教行法の１条の４の第１項と地教行法の３条かなと思わ

れるような書き方になっている。これは市民の人が読むとちょっとわかりにくい。次条に

掲げる次条というのは、この規定の第２条なんですよね。出だしからして、文章を読んで

いて、どういう並びかなというのがちょっと気になりました。 

 ２条のところに、この総合教育会議は次に掲げる者をもって構成するというのは、法の

規定のとおりです。松戸市として、市長がいつもおっしゃっているように、市全体を考え

ようと。先ほども御挨拶があったように、教育都市として松戸を考えようというときに、

これだけで本当にいいのかどうか。法はこう言っているけど、松戸市では（３）として３号

でその他の者を入れるかどうかです。つまりその規定と同じつくり方は、第３条の４号な

んです。この規定は法の規定にないんです。だけど、新たに入れたんです。そうすると、

２条のところにも関心ある人を入れる余地もあってもいいんじゃないかというふうに思い

ました。 
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 それから、５条も特に法にはない規定ですが、これは必要だからいいと思います。１週

間前に資料をいただくということは大事だと思います。２４ページの５条２項で市長が急

を要すると認める事案というのはどんなことを予定されていますか。この総合教育会議と

いうのは、毎月１回、定例会を開くということじゃないですよね。だから、急を要すると

認める事案を総合教育会議に付議することができるというのは、どんなことを予定してい

るか、ちょっと気になりました。 

 それから、この規定で一番丁寧に書いてあるのは９条の連絡調整会議なんですね。この

規定が非常に詳しいんですよ、全体のバランスからいうと。そういう意味では調整会議を

大事にしたいというのはよくわかります。こういうふうに新たに入れることができるんで

すから、全体としても何か松戸市らしいものを入れてもいいのかなという気がしました。 

 ９条の第７項では、連絡調整会議の会長は必要があると認めるときは連絡調整会議にほ

かの人を同席させることができるとあります。この同席というのはどういう意味かなと思

ったんです。そういう意味で、この規程そのものをもう少し意見交換というか、議論させ

ていただきたいなと思いました。 

○本郷谷市長 今のことについて回答があれば。 

○白井政策推進課長 では、５条のところでございますが、市長が急を要すると認める事

案ということにつきましては、あまりあってはというふうには思っておりますが、いじめ

でございますとか事件、事故の関係で市長部局と教育委員会で総合的に対応する必要が生

じた場合、そんなようなことを考えて入れさせていただいております。 

○關委員 それは臨時の会議を開催するということでいいんでしょう。 

○白井政策推進課長 臨時で、当初からスケジュール立てたものではなくて、開催をする

可能性があるというような解釈でおります。それとあわせまして、先ほど９条の７項のと

ころで、連絡調整会議のほうでも第２項に掲げる者以外の者に対し同席を求めることがで

きるという部分につきましても、私どもが想定していますのは、特に市長部局内にたくさ

ん部署がございますので、関係部署の同席を求めるようなイメージを持ってこのような記

載をさせていただいております。 

○關委員 たくさんの方に知っていただくというのは、とてもいいことだと思います。問

題は、２条に市長及び教育委員会だけを構成メンバーとするか、ほかの方をその他という

規定にして入れるかどうかですが。 

○白井政策推進課長 その点につきましては、先ほど委員さんもおっしゃられたように、

法の条文では明確にこの２つだけしか記載がございませんので、もし皆さんの中でそうい

う御議論があって、検討しろということが事務局のほうに決まってくれば、またそれは国

なりと確認をしながら検討はさせていただきたいとは思っております。ただ、条文上はこ

のような記載ということで、今回そのとおりに記載させていただいております。 

○關委員 そのことはさっき言ったわけですが、第３条の第４号は、法の規定にないんだ

けど、ここに新たに入っているわけです。だから、国に相談しなくたって入れることは可
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能なわけですよ。松戸市らしさを何かつくったらいいんじゃないかという提案です。 

○山田委員 關委員がおっしゃっていることも含め、恐らく事務局が答弁していることは、

ここで決めてくださいということを結局何回もおっしゃっているわけで、私は前向きに、

ここで必要かどうかを議長である市長に御判断いただきながら、誰かを同席させる、ある

いは何かのテーマのときに、それに関しての部局の方に入っていただいて御説明を求める

ということは、何なりとできる。まさにこれこそがフリーハンドでいろいろできるよとい

う状態で、事務局はたたき台だけつくっていると。我々もその意味では、事務局案に対し

ての意見を言うということでなくて、創造的なことを一緒につくっていかなければならな

いということを感じております。 

 なかなか時間が今日もない中でなんですけれども、これはどうでしょうか。またこれの

中身については、別の機会にぜひ、ここをもっとこうしたらいいんじゃないかと。ちょっ

とこの場でやるには整合がとれないと思うので、これはこれとして次回も継続して御協議

いただくということを提案させていただいて、次に移っていただいて、次でもまたいろい

ろあるものですから、というふうに思っております。いかがでしょうか。 

○本郷谷市長 今、ここにあった規定を含めて、また意見をお伺いしながら、次の事項に

ついて議論したいと思います。 

○本郷谷市長 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題３「大綱の策定について」を議題といたします。 

 事務局より御説明をお願いいたします。 

○白井政策推進課長 お手元の資料４をごらんください。 

 まず、（１）大綱の定義についてでございます。①地域の実情に応じ、地方公共団体の教

育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定める、②国の教育振興基本計画

における基本的な方針を参酌して定めることの２点とされておりますが、具体的な大綱の

イメージとしては、「施策の根本となる方針を定めるもので、詳細な施策について策定する

ことを求めているものではない。」となっております。 

 次に、（２）大綱の策定についてでございます。「地方公共団体の長は、大綱を定め、又

はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、総合教育会議において協議するものとす

る」とされております。大綱策定の目的は、先ほど来御意見いただいておりますが、教育

行政に地域住民の意向をより一層反映させること、教育・学術及び文化の振興に関する総

合的な推進でございます。また、大綱を定めるのは市長でございますが、しかしながら、

教育委員会の所管する事務については、みずからの権限と責任において管理し、執行すべ

きものであり、教育行政に混乱を生じることがないようにするため、総合教育会議におい

て、市長と教育委員会が十分に協議・調整を尽くすことが肝要とされております。 

 次に、（３）主たる記載事項についてでございます。これについては、自治体の判断に委

ねられております。例としては記載のとおりでございますが、地域の実情に応じ、必要な

事項について、今後具体的な内容を検討していくことになります。 
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 続いて、対象期間についてでございますが、（４）に記載のとおり、おおむね四、五年と

いうふうに想定いたしております。 

 資料５の文部科学省初等中等教育局長通知「地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の一部を改正する法律について」の６ページの右下の通し番号で１２ぺージにも詳細な説

明がございますので、これも後ほど御確認いただければと考えております。 

 ５ページに戻りまして、最後に２「素案作成」についてということでございます。市長

部局と教育委員会職員によるワーキンググループを立ち上げ、研究及び素案の作成を行い、

今後の本会議で素案等について、お示ししてまいりたいと考えております。 

 なお、今後のスケジュールですが、資料４を１枚めくっていただきまして、「平成２７年

度総合教育会議スケジュール（予定）」をごらんください。大綱については、いつまでに策

定しなければならないという定めはございませんが、事務局側といたしましては、１つの

区切りとして、２７年度中のできるだけ早い時期に策定を目指したいと考えております。

そのため、できれば次回、第２回の会議を９月に予定させていただいておりますが、ここ

で大綱（案）をお示しさせていただきたいというふうに考えております。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

○本郷谷市長 それでは、質疑に入りたいと思いますけれども、意見、質問がありました

ら、よろしくお願いします。 

○山田委員 大綱については、またこれも初めてのことですので、見解が違うのではない

かと思います。あるいはやってみなければならないところもあるのではないかと思って、

これも大変重要といいますか、大切にしていかなければならないと思っています。 

 この四、五年を想定するというのは、一応そういうことが今のところ示唆されていると

思うんですけども、例えば１回つくったら４年間あるいは５年間、それに基づいた教育行

政が行われていくということなのか、あるいは四、五年先の中期的な方向性について、毎

年それを確認、微修正しながらいくということもできるんだろうと思っていて、私は後者

が望ましいのではないかと思っているんですが、あるいはもう少し長期的な視野で、長期

間みんなで確認し合って、これはここに向かっていこう、ただ、１つ下の次元の書きぶり

については、４年に１回は必ず見直そうとか、あるいは毎年見直そうとか、そういった意

味では、どういったものにするかということも、今ここで文字になっている以外のことは

ここで決めていっていいというふうに理解していいでしょうか。事務方への御質問として

はそんな形でございますけど、いかがなものでしょうか。 

○高橋総合政策部長 国も、この大綱につきましては、国の教育指導基本計画における基

本的な方針を参酌して定めるという部分がございまして、国の教育振興基本計画の対象期

間が５年であるということから、四、五年をというように国の通知のほうではなっており

ます。 

 今、山田委員さんがおっしゃられた毎年、微修正していくとか、そこら辺につきまして

も、私どもは可能といいますか、当然そういう検討はあるのかなというふうには考えてお
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ります。基本的には四、五年を１つのスパンとして定めていく中で、必要があれば修正は

可能かなというようなことで、事務局として現時点では捉えております。 

○山田委員 これは教育長と市長との間で、最終的に教育行政の施策に反映するのにどう

いったことが望ましいのかということについては、深めていただいてというお願いになっ

てしまいます。中期計画とか、松戸市の総合計画の中の第何次の計画、いろんな計画があ

りますので、それとどう位置づけをとるかということに関して、私はつぶさに全体像はわ

からないんですが、教育長、市長の御意見を聞きながら、どういった大綱が市民のために

なるのかということについては、今回以降、深めていきたいなというふうに思っておりま

す。よろしくお願いします。 

○伊藤教育長 大綱についての議論をぜひ活発にお願いしたいと思います。今、部長から

もあったように、基本的には国の計画がベースにはなると思うんですが、松戸市の教育委

員会はしばらく前に、本来は教育委員会としての基本計画もあるべきだというのは国の方

針なんですけども、それは作成していません。一方で、市の総合計画もあります。それに

ものっとらなければいけないわけで、そうかといって、全く違う大綱をつくったのでは、

中二階がいっぱいできるような感じで、どれを基本にすればいいのかなというのはわかり

にくくなります。そういう意味で、あまり細かいものはできないし、かといって、国や市

の基本計画はしっかり踏まえなきゃいけないですし、どの程度のもの、どういう内容のも

のを大綱として位置づけるかというのは、ものすごく難しい議論だと思います。ですから、

ある程度、時間がかかってもやむを得ないなというふうに思っているんですが、その辺で

の議論をぜひ皆さんでお願いしたいなというふうに思います。 

○本郷谷市長 今、伊藤委員の意見で、何か意見ありますか。 

 大綱のレベル間の議論だろうと思うんですね。具体的にはここで言っても、なかなか抽

象議論になるので、各委員の意見を聞きながら、たたき台をつくってまた議論していただ

くということになるとは思いますけれども、もし何かあれば、意見をお伺いしたいと思い

ます。 

 ここで言うと、抽象議論になってしまうので、もう少し、皆さんの意見、思い等がある

と思いますので、またこれは個別にお伺いしながら進めさせていただきたいというふうに

思います。 

○山田委員 これは今までの教育委員会が独立の執行機関として、教育委員会会議を最終

決定機関として運営してきた。そこに市長がこういう場を設けることの意味というのは、

全体のまちづくりの方向性と教育行政、学校教育に限らず、すり合わせていくという初め

ての公式の場だと。今までも当然、十分な情報交換はされていると思うんですが、そうい

った意味で、市長の御意見もまた別の機会に承りながらやることに関しては、私は大賛成

でございますので、また見解をお聞きする場をいただければというふうに思っております。 

○伊藤教育長 もう一点、ちょっと確認をさせていただきます。資料４の（２）なんです

けれども、大綱そのものはつくっていろいろと検討していくという手続を踏むんだろうと
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思うんですが、（２）に変更の場合のことが書いてあります。首長は大綱を定めるわけです

ね。またはこれを変更しようとするときはというふうになっていて、首長が変更しようと

しない限り変更できないような感じにも受けとめられるんですけれども、私たち委員のほ

うからそれを発議するということも可能というふうな保障をいただきたいなと思うんです

が、この辺はいかがでしょうか。 

○高橋総合政策部長 ただいまの御質問ですが、その上段のところに法の趣旨を記載させ

ていただいていますが、総合教育会議において、市長と教育委員会が十分に協議、調整を

尽くすことが肝要であるという趣旨からいきますと、例えば今、おっしゃったような、各

委員さんから御意見なり何かあって検討されて、議論されて、修正の結論に至るというこ

ともあるのではないかというふうな捉え方は私どももしております。 

○伊藤教育長 わかりました。これで共通な見解が出てくれば、それで結構でございます。 

○關委員 僕は常々、松戸市民として、市長の選挙に当たってのマニフェストはしっかり

読んでいるつもりです。したがって、それとの関連で申し上げます。市長は、マニフェス

トの中で、松戸市の子育てから始まって生涯学習に至るまで、そういう教育を大事にしな

がら、人間を大事にしながら文化を高めることを繰り返し言っておられる。これは僕は賛

成なんです。最終的に松戸市に住む住民が、松戸に住みたいなと思うことは当然ですけど、

人として高められる生涯学習をどうやって実現できるか、これが恐らく教育委員会とは別

の仕事だと思うんですね。常々おっしゃっておられるので、言う必要はないかと思います。

そこに我々もこうやって参画しながら意見を述べることができるわけですね。そういう意

味で、大綱の中にはその気持ちをぜひ入れてほしいですね。そうすると、教育委員会がや

っている義務教育を中心とする学校教育を越えた松戸市の教育の方針というのが出てくよ

うな気がします。それが私の希望です。 

 それから、大綱の見直しですが、文科省の通知等では、これを読むと、四、五年という

のは市長との任期との関係もあるから、それを一応の目安としているような趣旨がありま

すね。それと同時に、我々としては、市民の皆さんにこういう大綱を公表するんだから、

プランを立てたら、それをどのくらい実現したか、プラン・ドゥですよね、それでチェッ

クするという、このチェックをする必要があると思います。その結果、もっと具体的なも

のがでてくれば、後日それを修正していくというような進め方で僕はいいような気がしま

す。 

 ですから、まず、市長がマニフェストでおっしゃっているようなことをどうやって大綱

に盛り込んで、市民の皆さんにそれはいいぞと、したがって、我々もそれを応援するぞと

いうようなものをつくっていきたいですね。 

○本郷谷市長 どうもありがとうございました。 

 よろしいですか。では、いろいろ意見が出ましたので、それを踏まえながら、また検討

させていただきます。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 
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 次の議題第４「意見交換」について議題といたします。 

 意見交換のテーマにつきましては、とりあえず二つ、学力向上についてと生涯学習ある

いは文化ということについて、今日は少し意見を聞かせていただきたいというふうに思っ

ています。 

 このテーマについては、補足的な説明を少しさせていただきたいと思いますけども、学

力向上につきましては、松戸の子どもたちの学力レベルを上げていくということは、市民

の皆さん共通の願いだというふうに考えております。そのためには、従来のように、公立

の小中学校での教育の枠内で考えるのではなくて、例えば私立の学校での教育や幼児教育

も含めて、さらには学校外での教育、家庭での教育も検討範囲に加えていくことが肝要で

はないかと考えております。 

 また、市内の子どもたちは、音楽やスポーツで大変優秀な成績をおさめていることは、

皆さん御承知のとおりですが、こうした優秀な人材をさらに育成していくことも市として

大変重要な課題の１つだというふうに考えております。 

 次に、生涯学習あるいは文化についてでございますが、高齢化社会を迎え、２０２５年

には７５歳以上の高齢者が８万人となります。そうした中で、元気な高齢者をふやしてい

くことが松戸市全体にとって大変重要な課題と考えております。そうした環境変化を受け

て、体を動かすという意味での生涯スポーツ、あるいは生きがいを持って生活するための

文化活動など、今まで以上に重要な施策になってくると考えております。さらに、若い人

たちにとっても、もっともっとボランティア、社会参加をふやしていくということも大切

だというふうにも思っております。そういう意味で生涯学習の果たす役割は大変重要だと

いうふうに考えておりますが、皆さんの意見をそれぞれ、今日はなかなか時間がありませ

んけれども、一言ずつでも意見をお伺いしたいというふうに考えております。 

 時間も迫っておりますけれども、各委員の意見を、できましたらこの２テーマ、もしく

はこれから離れても結構ですけども、今日１回目ということでまず意見を聞かせていただ

きたいなと、こんなふうに思っていますので、名簿の順で伊藤委員のほうからまずあれば、

どうぞお願いいたします。 

○伊藤教育長 私として、立場もあるんですけども、学力向上も生涯学習も、私は最近は

一体化かなというふうに思っております。総合的な取り組みがどうしても必要なレベルな

のかなと。冒頭の挨拶の中で首都圏にある強みと弱みというふうな表現をさせてもらいま

したけども、首都圏にあることが子どもたちの教育にとってメリットになっている部分と

デメリットになっている部分とあります。一方で、国全体を見ますと、教育文化といいま

すか、そういうもののあり方が子どもたちの学力についても、あるいはほかの子どもたち

の育て方についても、大きな影響を深く与えているような気がします。各地方、地方のあ

り方をそっくり松戸がまねできる環境にはありませんので、ほかの部分のメリットを参考

にしながら、松戸市にあるメリット、デメリットをどんなふうに総合的に子育てや文化づ

くりに生かしていけるかなと、そういうスタンスで今後の教育行政全体を考えられればな



 22

思っております。 

 １回目ですので、あまり具体的なものは言えませんけれども、最近、各地方、地方の教

育行政のあり方をつぶさに見ますと、総合的な教育文化づくりというのがすごく重要にな

ってきているなというふうに思いますので、それを今日は述べさせていただきます。 

○本郷谷市長 ありがとうございました。 

○關委員 先ほどちょっと触れたような気がします。あえてつけ加えるとすれば、一般論

でいえば、教育基本法１条あるいはその他の条文で言っているように、教育の目的は何か

ということを松戸市が具体的にどう実現していくかだと思うんですね。 

 教育基本法では、人格の完成を目指すというのが教育の目的になっています。人格を完

成するなんていうのは、とても不可能だけど、目指すということだから、より近づけると

いうことだと思います。そうすると、そのためには何が必要かということになるので、こ

れはその人、個人個人、一人一人を大事にする教育を実現していくことかなと思っていま

す。そういう意味では、教育委員会としても、それを常に議論はしていますけど、市長の

方針のもとで、個人個人を伸ばすにはどうしたらいいか。家庭教育ももちろんある。最近

は貧困の問題が極めてゆゆしき事態です。貧困と教育をあきらめないで、貧困なれど、し

かし教育はしっかりやっている子どもたちをどう考えてあげられるか、それを松戸市とし

ては真剣に取り組んでいきたいなと、そう思っています。つまり予算も関係しますので、

予算の件では大いにここで議論したいと思っております。 

○山田委員 昨年、教育委員として全国の集まりが福井県であって伺ったときに、福井県

が学力テストで非常にいい点数をとられる県であるという背景について少し触れてきまし

た。大変勤勉でまじめで、かつ勉強する習慣が文化として地域全体に根づいているという

ことがあります。ただ、一方で、子どもたちに創造性が足りないということを地元の人た

ちは随分、そんなに卑下されなくていいんじゃないかと思うぐらい問題意識を持っておら

れました。 

 各地域、地域が持つ問題というのがいろいろあって、私は、私の子どもも市内の中学校

に通わせていただいていますが、ぜひ学力は高まってほしいと思うんですけれども、どう

いう文化をつくっていけるかというところに学力が依ってくるというふうに思っていまし

て、これは私、教育委員会で何回も発言させていただいているんですが、これからは家庭

教育と学校との連携が大事、そうすると、小学校からの教育委員会の守備範囲ではちょっ

と遅いところをどう市全体としてやっていくか。家庭教育と学校との連携、これがいい文

化が、時間はかかりますけども、根づいていくことで教室内での学習の度合いというのも

必ず前進するというふうに思っていて、私は教育委員をやらせていただいている間のテー

マとして、何とか家庭教育に市民としての一定の共通項、約束ごとをつくれないかという

ことが私の今、一番関心事でございます。 

 学力に関して、あるいは文化とはずれているかもしれませんが、私の一番の関心事を申

し上げました。よろしくお願いします。 
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○本郷谷市長 どうもありがとうございました。 

○松田委員 松田でございます。私、いろいろ考えさせてもらう中に、学力というものの

定義があります。昔ですと、学力テストで測れるものが学力だと言われていたわけで、そ

の次に生涯学習社会の構築が今後の社会のあり方として大事だと言われるようになってき

ますと、学力というのは学んだ力、学ぶ力、学ぼうとする力という形で、生涯にわたって

学ぼうとする力こそ学力なんだという捉え方が出てきました。そして今、平成１９年度に

学校教育法が改正されてからは、学力というのは、基礎学力と思考力、判断力、表現力、

そしてまた、別な観点からいうと、キャリア教育という一生涯をどう生きるのかという観

点からいくと、汎用的な能力であるコミュニケーション力が必要であるというふうに言わ

れています。学力というものが時代とともに、あるいは地域とともに非常に変遷している

という状態があるわけです。 

 そうしますと、例えば、松戸市は今、責任ということも重要視していますけれども、そ

ういったものまで含めて、松戸市が標榜する学力というのは一体どういうものなのか、そ

れをまず確立するということが大事なのではないかと思っています。私は責任とか、先ほ

ど教育長がおっしゃった自立というようなものを非常に大事にしていきたいわけですけれ

ども、そういった観点でいくと、生涯学習社会の究極の姿というのはボランティア社会に

ありますから、学校の子どもたちも教わるだけではなくて、何か地域に還元していく、社

会に還元していく。つまり教わるから教える立場になるということを評価していくような

文化ができ上がっていくことも大事な要点なのではないかと思っています。 

 もう一つ、ここに保護者の全国意識調査というのがあります。子どもの学力向上のため

に学校に求めたいことは何かということを保護者に相当数調査しているんですけれども、

これによると、新しい学力観のもとで表現力とか思考力とか問題解決能力とか、そういう

ものを学校に求めてきている節があります。そして、私たちがよく考えるような、土日を

利用した学習サポートとか、あるいは放課後を利用した学習サポート、こういったものに

ついては、保護者は非常に意識が低い。つまりやらないでほしいというような意識が見え

隠れすると、そんな状況なんですね。ですから、私は早急に、松戸というのはこういうよ

うな力を育んでいるところなんだということをぜひこの場で築き上げられたらいいなとい

うふうに思っています。 

 どうもありがとうございました。 

○市場委員 今の松田委員の話とかなりダブります。学力向上だけど、学力とは何かとい

うのは非常に難しいというか、曖昧な話で、例えば受験勉強でいい点数をとるとか、そう

いう話ではないんだということは、恐らくほぼ共通の理解として、あると思います。それ

も１つの学力だろうけれども、それだけではないというのはコンセンサスとしてあること

じゃないかなと思います。ただ、そうすると、それが向上したのかどうなのか、うまく成

果が上がっているのかどうなのか、評価することが非常に困難だということも事実で、そ

の辺はどうすればいいのかなというのは、具体的な意見として言えるものはないんですけ
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れども、学力向上という言い方は賛成なんですが、そこで言う学力は何で、それを育むた

めにどういう教育がいいのかということは、かなり難しい問題だなというのは実感として

あります。 

 それから、あと、關先生が貧困の話をされましたけど、貧困の問題はかなり深刻なんじ

ゃないかなと今、思っております。医療機関でも保険がない方もそれなりにいらっしゃい

ますし、そういう御家庭では、それこそ学校に通うことさえ大変なお子さんというのはい

らっしゃるのが現状だと思いますので、貧困の問題をここでどういう議論ができるのかわ

かりませんけれども、市全体としても取り組んでいくべきことなんだろうなと思っており

ます。 

 まとまりませんが、以上です。 

○本郷谷市長 ありがとうございました。 

○武田委員 学習能力とか、基礎学力とか、そういうことは皆様がおっしゃったいろんな

意見がありますので、文化という側面で発言させていただくと、地方都市というのは、我

が文化というものを押し出す傾向にあるんですね。すごく大事にしていらっしゃる。それ

はすごく大事なことなんですが、じゃ、松戸はどうかということで、ないわけではない。

だけれども、決して市民が押し出さないですね。そこが割と問題があるかなと思います。 

 誇りを持つということはすごく大事なことです。文化というものは、じゃあ、ないから

だめかといったら、割とそうではない。というのは、あると、それを擁護しなきゃいけな

いという弱さがあるんですね。そこをどうしても押し出さなきゃいけない。もちろん戸定

の国の名勝指定とか、いろんな文化施設とか遺産とかあります。だけれども、土壌文化と

しての、例えば工芸の分野でいうと焼き物の産地であるとか、産業と結びついているもの

があると、必ずしもそれを押し出さなくていいものまでもやらなければいけないというの

が地方の強みでもあり弱みでもある。ところが、首都圏の中にある松戸というのは、そう

いった地場産業的なものと結びつかなければいけないものがないだけに、自由に取り入れ

ることができるというのが逆の強みだと思うんです。だから、全国のものをすべからく受

け入れることが可能であり、全国から見ても、首都圏であることがすごく魅力であるとい

うことが、実は松戸の土地柄ゆえの強さではないかと思っています。そういうことが何ら

かの形で反映できるようなものは考えられるのではないか。 

 だから、全国的なものを学ぶということを首都圏のこういう密集地で、地元の文化とい

うものに対してあまり熱くならない人間が集まっている中で、これだけの人口を抱えてい

るからこそ、地方から見たらすごく魅力的な所だということをうまく反映できたら、松戸

という場所が全国の中ですごく魅力的に映るのではないかと。そういうふうに何となく漠

然と考えております。それが今おっしゃった教育との結びつきというのがどういうふうに

なっていくかはわからないんですが、でも、小さいときに見聞きしたもの、あるいは触れ

たものというのは、すごく心に残って、それが将来を決定することもあります。そういう

ことに何がしか帰依していくようなプロジェクトみたいなものというのは、案外といろん
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なところから集まった人間が雑多にあるようなところだからこそ成功し得る課題なんじゃ

ないかなと思っております。 

 以上です。 

○本郷谷市長 どうもありがとうございました。 

 予定の時間もまいっているようですけども、今日は第１回目の総合教育会議ということ

で、これから運営の共通認識というところが議論の中心になりましたけども、今日いただ

いたいろんな意見を踏まえながら、２回目以降、活発な議論ができるようにしていきたい

というふうに思います。 

 最後に、事務局のほうから連絡事項があれば。 

○白井政策推進課長 次回以降の総合教育会議の開催につきましては、素案の作成等の状

況とともに、教育委員会事務局を通じて皆様と調整させていただきたいと考えております

が、原則、教育委員会議と同日で開催させていただきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上でございます。 

○本郷谷市長 それでは、本会議の進行に長時間御協力ありがとうございました。これを

もちまして、平成２７年度第１回総合教育会議を終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 


